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　The　Ore　deposit　is　a　contact　metamgrphic

deposit　acc6mpanie4with　micaceous　hemati・
tes，magnetite6　and　pyrites・　Electrica1　歌11縫

m鼠gnetic　　proSpectingS　are　　practiSed　　in

Koy段ba－sawa　area　and　Okamosuke－saw鼠area
（Fi喜1）．Judging盤om　negative　S』P．εしnom，a輩es

（Fig2and　Fig6）歌nd　vertic菰I　magnetic
anomalies（Fig3and　Fig7），P1歌ces　for　core

drill　works（74一⑲5and　etc．）are　recom－

mended．

要 約

　新潟県中蒲原郡川内村三協鉄山において，小屋場沢区

1域及び大鴨助区域の2区域を選定し，主として、自然電位

法及び垂直磁力探査法により，雲母赤鉄鉱床の調査を行

つた。

　その結果小屋場沢区域の露頭阻近においては自然電位

負中心及び垂直磁力の正異常分布が認められた。またそ

の他においても自然電位の徴候のみが認められた区域，

又は垂直磁力異常のみが認められた区域等数ヵ所に異常

分布を見出したが，これらについては一応鉱床叉は鉱化

帯の潜在する可能性を予想したので，先ず目然電位・垂

直磁力の異常分布が認められる露頭附近の探鉱を進め，

この結果について検討した後，指摘した他の数ヵ所の異

常区域につき探鉱する必要があると考えられる。

　叉大鴨助区域においては比較的広範囲にわたつて自然▼

電位・垂直磁力の異常分布が認められ，鉱床乃至は鉱化

帯の潜在が推定されるが，と．の異常分布は小屋場沢第3’

区域の露頭附近におけるものに比して，広範囲にわたつ

ているので，この点が注目される。これについては更に

探鉱を進める必要があり，このためには先ずr14－19」1

＊物理探鉱部

縄莱

点附近に試錐等による探鉱を実施するのが適当と思われ

る。

1．，緒 雷

　昭和25年7月28日より29日間，新潟県中蒲原郡

川内村三協鉄山において電気及び磁気探鉱を施行した。

とこにその結果を報告する。

　本調査は筆者のほか，杉山光肱が電気及び磁気探鉱に

従事した。

　当鉄山の地質鉱床につV・ては，昭和24年8月本所林

昇一郎，物部長進により調査され，更に今回の電気及び

磁気探鉱調査と略々並行して本所篇田利雄・物部長進に

よつて再度地質鉱床調査が行われた・

　　　　　　2．　｛立置及び交遇

　本鉄山は新潟県中蒲原郡川内村にあり，灰力嶽の北麓

に位する。

　こごに至るには信越線加茂駅及び磐越西線五：泉間を通

ずる蒲原鉄道村松駅に至り，これより川内村夏針・仙見

、谷簿の部落を経て本鉄山門原鉱業所に至る闘は10kmに

ネ）たつて車馬を通ずる道路がある。今回の調査地は門原

鉱業所の略々南7～8kmに位し，従歩3～4時間を要す

る。

　なお鉱石蓮搬のため現在稼行中の小屋場沢，上久沢の

・各現場より門原鉱業所を経て蒲原鉄道西村松駅に至る間

16≧m余に亘る索道がある。

　　　　　3．地形。地質及び鉱床

　本鉱山の略々中央部を杉川が北に流下しており，附近

に，は毛石山・灰力嶽・銀太郎lil・五創谷岳等の標高1，000m

以上の山岳が讐立している。本鉱山はこれら山岳に囲ま

れ，地形は非常に峻強で調査区域附近における地形傾斜・

は35。程度であるが，所によつではこれ以上となる所も

少くない。

　地質鉱床につv・ては和田技官等によつf調査されたが

地質は粘板岩・輝緑凝灰岩等の古生層が広く分布し，杉

川流域附近において一部花嵩岩・石英斑岩等・により貫か

れている。　一

　鉱床は所謂接触交代鉱床であり，粘板岩・輝緑凝灰岩『

等の古生層にレンズ状又嫉塊状に胚胎され，杉川西部に
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第1図　三協鉄肉電氣・磁氣螺鑛調資区域関係図
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ち2図　小屋場灘区域自然電位分布図

小屋場沢・鴨助沢鉱床，杉川東部に上久沢鉱床の3群に

分れている。

　鉱石は主として雲撮赤鉄鉱であるが，所により磁鉄鉱

を伴、／・，又時に億母岩と鉱床の境界附近に硫化鉄鉱を多

く含む所もある。

　　　　　　　4．調i霞目的
　現在稼行中の小屋場沢鉱床及び大鴨助沢鉱床群の各露

頭及びその附近に潜在を予想される鉱床賦存状況を電気

及び膀気探鉱により調査する目的で行つた。

　　　　　　　5．　調査『方5去、

　今回の調査においては，調査区域を小屋場沢鉱床附近

及び大鴨助沢第13号露頭附近の2区域を選び，小屋場

沢区域及び大鴨助区域どした。』（第■図参照）

　小屋場沢区域『本区域においては，測線を小屋場沢鉱

床附近より略々南に150m，略々東西に170mの区域に

測線間隔10m，測点間隔5mを設け測定を行つた。測定

は測点「30－o」附近に固定点を設けて，自然電位法によ

り全区域を測定し，鶴気探

鉱はその一音随’シユミツト・

型垂直磁力偏差計により測

定を行V・，その中の異常区

域3を選び，第1・第2及

び第3区域として，更に細

かく2．5m×5mの間隔に

測点を設け，自然零位・垂

直磁力の他，単極流電電

位の測定を行い，分布図を

作成した。

　大鴨助沢区域　大鴨助沢

第1，第2，第3及び第13号

露頭附近を含む約45m×
45mの区域を選び，測線間

・隔を5m～10m，測点間隔

2・5mとして小屋場沢区域と

『同様，測点r18－10」附近

に固定点を設けて自然電位

の測定を行V・，これと並行

して垂直磁力測定を略々全

区域に宜つて実施した。

　　6．胴査区域
　小屋場沢区域　第2図に

自然電位分布図を，第3図

に垂直磁力分布図を示した。

この区域における自然電位

分布は測線M～16を境と
して，北に1E電位分布し，蘇に測点「10一一」「14一一」及

び「14－4」、点附近には＋60m』V以上の正電位分布も認め

られた。また測線14より南に負電位分布し，比較的小

範囲に数多く負中心を形成してV・るのが認められるが，

この中「18一四」～「18一五」附近に認められる小露頭

の鉱床による影響と考えられ、る一60m．V以下の負電位異

常がr18一誠」点附近に分布し，垂直磁力分布につV・ても

r18一四」附近に一200γ程度の異常値を示し，鉱床附

近に磁力分布の異常が存在する傾向が認められた。

叉r16一力」点附近，r20－7」，r22一五」，r28一晃」

及びr28一…鶉点附近等には一60～120m．V程度の梢々

　　　　　　　　　　　　　オ明瞭な章雨心が認妙られたが，これらの測点附近におい

ては垂直磁力異常を認めるには至らなかつた。

　第2図中一の点線で囲む区域，即ち測線30を中心

に南北に測点量～天の聞を各々2．5m聞隔にA～C，

A’～C’の測点を設け，小屋場沢第1区域として，第4図

上段に自然電位，洗電電位及び垂直磁力分布図を示した。
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この図より明らかな如く自然電位はその徴候が見られな

いが，垂直磁力異常は「30一茜」～「30一藍」の間を中

心とし1て略々二化西に規則正しV・分布を示してV・る。流電

電僅分布はr30一茜」附近×印に洗電電極を設置した場

合の分布図を示したが，垂直磁力分布と略々同様，北西

方に低比抵抗の賦存を予想される傾向を示してV・る。

　第4図下段に小屋場沢第2区域として，測線32を

中心に略々南北に15m，略々東西に15mの区域を第1

区域と同様に測点を設け，その結果を示した。この区域

の地形は略々西より東に向V、傾斜し，i殊に「32一三」，「23

一西↓間は急傾斜をなしている。磁力異常はこの急傾斜

面を略々境として高所に正異常分布し，その東方に負異

常分布している。自然電位はとれと一致した徴候は見出

されず，その南方に一50～60m・V程度の負電位が認め

られたのみである。
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第1・第2区域と同様，第2図三め点線内，第3区域

として第5図に自然電位，垂直磁力及び流電電位分布図

を示した。この区域におい宅は「9一コ」～「8一＝」附

近及びr5一西」～r5一ξ3」附近に露頭があり，地形と

してほ全体に北西より南東に略々“様に傾斜してv・る。

この区域の自然電位は「7一コ」点の一200m』V以下の

負中心部よりほ一コ」～r10一コ」附近に亘り南北に長

く負電位が分布しており・r30一年」附近に＋60m・V以

上の正中心が認められ，これより南東に亘り正電位分布

を示してv・る。垂直磁力分布は局部的に極めて顯著な正

異常が数ヵ所に見られ非常に複雑化しているが，略々自

然電位分布と一致した分布を示してV・る。即ち自然電位

め負電位分布域には＋1000γ以上の異常値を示すr8一

コ」，点を中心とし、てr7一コ」～r11一コ」鄭髄に直り

500γ以上の正異常が分布しており，、また「4一∈3」附近

　　　　を中心とした500γ以上の正異常分布附近も

　　　　明らかに自然電位の等電位線の擾乱が見られ

　　　　る。　．

　　　　　露頭下側際（又印）に流電電極を設置した場

、

54　　菱Z　30　2B　2ら　124　　2Z　εO　I8　　16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

0　　　　’O　　　　ZO　　　　｝α　　　　‘0

一合の流電電位分布は図に示す如く，等電位線’

は西に疎となり東に密となり，殊に　「8一＝：」

附近の露頭による影響を現わしてV・る。と二れ

らの磁力異常乃至は負電位分布が露頭附近に1

のみ限定され，これより地形的に高所にあるP

r1一三」～F13一三」及びr1一……」んr13一

三」点等ばは殆庖ど異常が認められなめ。・

　以上の如く小屋場沢区域におけ：る異常につ

いては，次の如くに大別する事が出来る。即ち

　i）　r18一五」点附近及び第3区域の如く

自然電位法による徴候，垂直磁力異常，共に

認められる区域

　ii　）　　「16一力」，　「20一コ」，「22一…庄」，　「28

」｝乙」及び「28一…1」点附近等の如く自然電

位の負中心は認められるが，垂直磁力異常の

認められなV・区域

『iii）第1，第2区域の如く垂直磁力異常

は認められ畜が，自然電位の負中心が形成さ

れない区域

　この場合，垂直磁力異常については一応鉱

床に含有される磁鉄鉱等によるものと考えら1

れ，自然電位の麹因につV・ては別に検討すべ

き事項であるが，その→つの要素とLて鉱床

に関連性を有する硫化鉄鉱に起因する場合が

第3図　小屋場澤‘区．域垂直磁力分布図

禦輩値瑚　考えられる。なお第3区域露頭附近に自然電

　　　　位，垂直磁力の異常が認められる事よ’り考え
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異常区域から磁鉄鉱・硫化鉄鉱等の分布

の可能性も考えられ，一応鉱床乃至は鉱

化帯の潜在が推定される。しかしこの異

常区域は小屋場沢第3区域において認め

られる異常区域に比し広範囲にまとまつ

ている点は注鋳すべき事と考えられる。

7。結 論

　　　　　　　　　　舅協鉄山におV、て電気及び磁気探鉱を

　　吻　＼　　　　　行つた。その結果小屋場沢区域において

　　。　　　　　　　は
02、。　　　誉　　　’　i）　自然電位及び，垂直磁力の異常が

　　一『野認められる区域（第3区域，「18一五」点

　　　　　　　　　附近等）

　　　　　　　　　ii）垂直磁力異常は認められるが，

　　　　　　　　　自然電位の徴候が認められない区球（第

　　　　　　　　　1，第2区域等）

第一6図　大鴨助帳域自然電位分布図

ると結局ごれらの自然電位の負中心乃至は垂直磁力異常

については鉱床，’または鉱化帯の潜在も一応予想される。

　大鴨助区域第6図及び第7図に大鴨助区域自然電位

分布及び垂直磁力分布を示した。

　この区域には大鴨助沢第1・第2・第3及び第13号

露頭があり，地形は南西より北東に傾斜してv・る。

　第13号露頭附近の垂直磁力分布は図に示した如く，

非常に変化甚しく不規則に分布しており，この西方「6一

、14」附近に＋320γ程度の正異常を認めたが，この附近

の地形が悪く，測点を設ける事が出来なV・ため，これが

第13号露頭附近の垂直磁力異常との関連性につV・ては

充分明らかに出来なかつた。また第2号及び第3号露頭

もその附近に局部的に顯著な垂直磁力異常が認められた

がヲ異常区域は露頭附近に限られているoこれらの略々

南「10－20」及び「18－12」を略々中心として束西方向

に梢々長く＋100γ以上の正異常が比較的広範囲に分布

しており，r14－18」附近より略々南西方へ，またrle

－27」附近を中心に各々350γ程度の正異常が分布して

V・る。自然電位は本区域の各露頭附近において負中心を

形成する傾向は認められなかつたが，「14－17」より北

東に梢々広範囲に一100m・V以下の負中心を形成してお

り，垂直磁力正異常分布とこの負中心とは一致した分布

を示している。

　一この比較的広範囲に分布する自然電位及び垂直磁力の

　iii〉　自然電位の負中心は認められた

が，i垂直磁力異常の認められなV・区域

（r16一力」，r20一コ」，r22r司r28稀」

’
及 び「28一…鶉点附近等）

　の如く異常区域を大別する事が出来，とれらの異常が

一応鉱床と関連性のある徴候と考えられるので，この異

常区域については鉱床または鉱化帯等の潜在の可能性も

予想される。

　　　　　よの

撃』．』

～・』㌶棄，
、．・1〈欝懸

　　　　　　　　　　　　仰・聴凡例

，，，か　　　 ”、，o・瀬
　　　　　　　　　　　　　　　　）騨腋
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ加弓騒鋲

o
～

！0 zo 30解革位ど

第7図　大鴨助琿域垂直磁力分布図
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　なお第3区域につV・ては垂直磁力異常乃至は自然電位

の負中心が略々露頭附近の影響を現わしてV・るものと考

之られ・砿庚の賦存に？V・ては・とれらの資料よりは充

分明らかに出来なかつたので，先ずこれについて探鉱を

進め・1その結果を検討の上でii）・三ii）等の異常区域につ

V・て探鉱ナる必要がある。

　大鴨助区域におV・ては，自然電位及び垂直磁力の異常

が認められ，その分布も略々一致し，鉱床乃至は鉱化帯

の潜在が推定され，小屋場沢第3区域におV・て認められる

異帯区域に比し∫広範囲に分布している点は注員されるσ

　これについては更に探鉱を進める必要があるものと考

えられ，そのためには先ず「14－1gj点附近に試錐等に』

よる探鉱を実施するのが適当と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　（昭和25年8月調査）
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